
福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットくつろぎ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えていくサービ
スとして、事業所独自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し理念の実践に向けて日々取り組
んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続けることを大切にした
理念を、家族や地域の人々に理解してもらえるよう取り組んでい
る

○隣近所とのつきあい

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声をかけ合ったり、気軽
に立ち寄ってもらえるような日常的なつきあいができるように努
めている

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自治会、老人
会、行事等、地域活動に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事業所や職員の状況や力に応じて、
地域の高齢者等の暮らしに役立つことがないか話し合い、取り組
んでいる

項　　　　　　目

1
日々の介護における根本的な考え方に活か
しやすい理念です。わかりやすい言葉で表
示されています。

項目番号

1

2

4
近隣のよく利用するお店の人と顔なじみの
関係になったり、隣近所の住人と垣根越し
の談話があります。

―

地域の人々が介護用品や介護の方法の参
考・ヒントを得ることが出来る場として位
置づけされたいと職員間で意見が挙がって
います。

○
実施できるには何が必要か、どうしたらい
いかを話し合い検討する。

5

町内の祭りや廃品回収に参加しています。
また、当施設開催のチャリティーバザーで
の売り上げの一部寄付など申し出ていま
す。

3

―6

　２．地域との支え合い

―

【Ⅰ　理念に基づく運営】

　１．理念の共有

3
家族会等で説明しています。見学者にも話
の中でわかりやすく説明しています。

2
ユニット会議での議論等、理念に基づいた
考え方を取り入れて話し合いが進むように
努めています。
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地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評価を実施する意
義を理解し、評価を活かして具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外にも行き来する機
会をつくり、市町村とともにサービスの質の向上に取り組んでい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域権利擁護事業や成年後見制度について学
ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人には
それらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関適法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内で虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家族等の不安、疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

8
運営推進会議は2ヶ月に１回開催をしてい
ます。話し合いは双方向的な会議になって
います。

5

9
運営推進会議の委員としてセンターの管理
者に参加して頂き、必要の都度アドバイス
をしてもらっています。

6

10

研修や講習会を通して学んでいます。必要
な人には情報提供を行っています。ユニッ
トには参考資料を置いてあり、職員の周知
徹底に努めています。

7

11
管理者は研修にて学んでいます。また、虐
待防止マニュアルを作成、職員への周知徹
底に努めています。

―

12
親身な態度で不安・疑問に耳を傾け、わか
りやすい説明を行い、理解を得られるよう
努めています。

―

　４．理念を実践するための体制

4

　３．理念を実践するための制度の理解と活用

○
より具体的・計画的に改善できるよう取り
組んでいきます。

7
ユニット会議の中でひとつひとつ改善に向
けて話し合っています。また、常にユニッ
ト内に評価結果を掲示しています。
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取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員ならびに外部者へ表
せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金銭管理、職員の
異動等について、家族等に定期的及び個々にあわせた報告をして
いる

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員ならびに外部者へ表
せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会
を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な対応ができるよう、
必要な時間帯に職員を確保するための話し合いや勤務の調整に努
めている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は利用者が馴染みの管理者や職員による支援を受けられ
るように、異動や離職を必要最小限に抑える努力をし、代わる場
合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

14

家族の面会時（必要時は電話にて）近況報
告や相談を行っています。毎月の利用者の
様子など写真をユニットに掲示しており、
いつでも見ることが出来るようにしていま
す。連絡帳を活用している家族もいます。

13

家族会にて家族の意見を伺う時間を設けて
おり、頂いたご意見には必ず対応策を検討
し、実現の可否とその理由を回答していま
す。又苦情処理マニュアルに外部連絡先を
記載するとともに、連絡先電話番号を玄関
先に掲示しています。

―

8

15 家族会を年に２回実施しています。9

16

ユニット会議は各職員が平等に意見を述べ
ることができるようにしています。会議で
挙がった議題は管理者会議に議題提示を
行っています。

―

17

必要時には勤務調整を行っています。受診
や外出時には余裕のある人数の確保をして
います。また、必要に応じて派遣会社の利
用もしています。

―

18
職員の異動は最小限にとどめるよう努めて
いる。やむを得ない場合は利用者へのフォ
ローを行っています。

10
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取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては性別
や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしている。
また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して生き生
きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分に保証される
よう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権を尊重するため
に、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでいる

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成するための計画を
たて、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレー
ニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流する機会を持
ち、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを軽減するための工夫や環
境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取り組み

運営者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握
し、各自が向上心を持って働けるように努めている

19

採用選考に際しては、性別・年齢・思想・
宗教など個人の人権にかかわる事項を判定
材料とはしていませんし、あくまで本人の
能力・経験・資格をもとに勤務させてい
る。

11

21
他施設実習を計画的に実施しています。ま
た、段階に応じた研修を推進しています。

20
管理者が研修に参加し、その内容を職員に
説明している。

12

13

22

他のグループホームと連携をとり、入社3
年以上の介護職員について、他施設で実習
を受けさせることにより実習生本人の知識
と技術の向上を図ると共に、入居者にとっ
てのよりよい介護に取り組んでいる。

14

23

休憩は業務に支障のない程度で、個人の希
望に応じた時間帯の設定を行っています。
休憩場所は一人になれるよう配慮されてお
り、日中も仮眠を取れるようになっていま
す。年に数回は職員同士の食事会を行って
います。

―

24

各種研修や講習などの案内、人員の配置、
資格取得による報奨金制度の導入、参加費
用の会社負担など、介護職員が取り組みや
すい体制を作り、意欲ある者の支援を行っ
ている。

―

　５．人材の育成と支援

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会
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取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っていること、不安なこ
と、求めていること等を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困っていること、不安なこ
と、求めていること等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努力
をしている

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」まず必要としてい
る支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービスを利用するために、サー
ビスをいきなり開始するのではなく、職員や他の利用者、場の雰
囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、一緒に過ごし
ながら喜怒哀楽を共にし、本人から学んだり、支えあう関係を築
いている

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、喜怒哀楽を共
にし、一緒に本人を支えていく関係を築いている

―

28
本人の状態を把握した上で本人の様子に合
わせた方法を、家族とも相談しながら決
定・入居にいたっています。

27
本人と家族にとって一番いい方法を見出す
お手伝いが出来るよう心がけています。

―

15

―

29

料理や作業する場面では、長年培ってきた
知恵や技を教えてもらうことが多くありま
す。また、家事などは共に持ちつ持たれつ
で行っています。そこには、お互いねぎら
いの言葉が多く聞かれます。

16

30

何かあるごとに家族に相談し、一緒に解決
するようにしています。職員からの提案も
あれば、家族からの提案や情報提供もあり
ます。

　２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

　１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

26
まずは家族の話を十分に聞き、気持ちや
ニーズを受け止めることからはじめます。

25
本人が安心できるような関係作りに努めて
います。本人の立場に立った声かけを行っ
ています。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会
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取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努め、より良い関係が
築いていけるように支援している

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途
切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同
士が関わり合い、支えあえるように努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な関わりを必要と
する利用者や家族には、関係を断ち切らないつきあいを大切にし
ている

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまで
のサービス利用の経過等の把握に努めている

―

33 ケアプランに取り入れ取り組んでいます。―

34
時折、会いに行ったり話を聞いたりしてい
ます。

―

36
家族との信頼関係が深くなるにつれて、本
人に関する情報を得る機会が増えていま
す。

―

17

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

　１．一人ひとりの把握

35

本人の思いを知ることは大事なことだと全
職員意識して日々接しています。必要に応
じてユニット会議で議題として取り上げ、
集中的に取り組むこともあります。

32

時折本人の知人や友人の面会があり、歓迎
しています。電話や手紙にて、連絡を取り
持つこともあります。人間関係の把握は家
族から情報を得たり、訪問に家族が付き添
うなどの協力を得ることもあります。

31

施設の行事やユニットの外出などには家族
参加を声かけ、半数程度の参加がありま
す。また、面会の機会の少ない家族本人に
は電話でのコミュニケーションを促す等、
いろいろ工夫しています。

―
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項　　　　　　目
項目番号

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状を
総合的に把握するように努めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映した介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、見直し以前に
対応できない変化が生じた場合は、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、現状に即した新たな計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活かしてい
る

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、事業所の多機能
性を活かした柔軟な支援をしている

○地域資源との協働

　本人の意向や必要性に応じて、民生委員やボランティア、警
察、消防、文化・教育機関等と協力しながら支援している

38
本人のニーズを中心に、本人・家族と相談
しながら介護計画を作成しています。

18

39
定期的にニーズの見直しをしています。入
院などの状態の変化がある際には、その都
度見直しを行っています。

19

40

小さな変化や気づきであっても、より良い
ケアにつながるかもしれないといった心構
えで記録にあたっています。介護計画の見
直しの際には、記録を見直し、不足してい
る情報は特に重点的に記録するよう努めて
います。

42

地域の民生委員、地域包括支援センターの
管理者に運営推進会議に出席してもらった
り、近隣の教育機関にボランティアをして
もらったり、体育祭に招待してもらったり
している。近所の保育園からの定期的な慰
問も受けている。

41

家族と連携をとって食欲のない入居者を外
食に連れて行き「食がすすむ」ようにして
いる。家族と疎遠になった入居者には散
歩、買い物、ドライブなどで家族的な関わ
りを深めている。

　４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

20

　３．多機能性を活かした柔軟な支援

　２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

37
常に本人の行動や状態を観察し、そこから
得た情報を大切にしています。

―

―

―
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ユニットくつろぎ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他のケアマネージャーや
サービス事業者と話しあい、他のサービスを利用するための支援
をしている

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や総合的かつ長期的な
ケアマネジメント等について、地域包括支援センターと協働して
いる

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられるように
支援している

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築きながら、職員が相談
したり、利用者が認知症に関する診断や治療を受けられるよう支
援している

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看護職と気軽に相談
しながら、日常の健康管理や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよう、また、できるだ
け早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に努
めている。あるいは、そうした場合に備えて連携している

43
現在の入居者にはその必要性がないため特
段の支援はしていないが、以前の入居者で
デイケアを利用したケースもあります。

44
運営推進会議に地域包括支援センター管理
者の出席をお願いし、適切なアドバイスを
受けています。

45

本人・家族の了解を得ている医療機関での
医療を受けられるようにしています。時に
は、本人の状態にあった医療機関の提案も
行っております。医療機関を受けた際の情
報は、即時に本人・家族と共有するよう努
めています。

47
週に１回看護師の訪問があり、２４時間相
談できるようになっています。

46

認知症の専門医の協力を得ています。毎月
１回程度の定期受診にて日々の状態や変化
を細かく医師に伝え、助言を得たり、治療
してもらったりしています。

21

48
医療機関と家族との相談のもと、本人に
とって一番いい方法を考えるよう努めてい
ます。

―

―

―

―

―
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地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方について、できるだけ早い段
階から本人や家族等ならびにかかりつけ医等と練り返し話し合
い、全員で方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮らせるために、事業
所の「できること・できないこと」を見極め、かかりつけ医等と
ともにチームとしての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

　本人が自宅やグループホームから別の居所へ移り住む際、家族
及び本人に関わるケア関係者間で十分な話し合いや情報交換を行
い、住み替えによるダメージを防ぐことに努めている

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言葉かけや対
応、記録等の個人情報の取り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働きかけたり、わかる力に合
わせた説明を行い、自分で決めたり納得しながら暮らせるように
支援をしている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

49
本人や家族の意向を取り入れ、決定してい
ます。医療従事者の協力も得ています。

22

50
対応が可能なこと、困難なことを職員で話
し合っています。

23

51

本人の状況観察及び家族からの情報提供に
より、本人と家族と話し合いをしていま
す。落ち着くまでは家族の密な協力もお願
いしています。

　１．その人らしい暮らしの支援

　（１）一人ひとりの尊重

52
日々の勤務の中で、職員同士の行動を指摘
し合い、言葉かけや対応を見直していま
す。

○
個人情報保護法について、ユニット会議で
取り上げ、秘密保持の徹底に努めたいと思
います。

54
利用者の生活のペースや気持ちを尊重し、
都度臨機応変に対応しています。

24

53
ケアプランに取り上げ支援しています。本
人の思いや行動の把握が難しい利用者に関
しては、話し合いを持つこともあります。

―

―

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

―
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地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し理
容･美容は本人の望む店に行けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、好みのものを一
人ひとりの状況に合わせて日常的に楽しめるよう支援している

○気持ちよい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、ー人ひとりの力や排泄の
パターン、習慣を活かして気持ちよく排泄できるよう支援してい
る

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわずに、一人ひとりの
希望やタイミングに合わせて、入浴を楽しめるように支援してい
る

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、安心して気
持ちよく休息したり眠れるよう支援している

　（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

56

献立は、利用者のそのとき食べたいもの
や、ある材料で何ができるか等、利用者に
意見を求めながら決めています。調理から
片付けまでできることは利用者と職員が一
緒に行なっています。

25

55

利用者の了解のもと、訪問理美容を利用し
ています。髪型にこだわりがある利用者
は、好みを把握した訪問理美容師を担当に
しています。服の購入時は、利用者と一緒
に希望する店に付き添うこともあります。

57
それぞれの嗜好品は本人からの預かり金か
ら購入し、楽しめるようにしています。

58

排泄チェック表にて排泄パターンの把握を
し、必要な利用者にはさりげなく声をかけ
てトイレに誘導し、失禁を減らせるよう努
めています。

59

利用者同士のトラブルを避けるため、基本
的には入浴日を決めていますが、体調や気
分など各利用者の状況に合わせて別の日に
入浴するなど、臨機応変な対応可能です。

26

60

一人ひとり好きなときに休息しています。
また、昼夜逆転しがちな利用者には、職員
による１日の行動把握・医師への相談な
ど、多方からの支援をしています。

―

―

―

―
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地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生
活歴や力を活かした役割、楽しみごと、気晴らしの支援をしてい
る

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人
ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援
している

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう支援している

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行けないところに、個別ある
いは他の利用者や家族とともに出かけられる機会をつくり、支援
している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りが
できるように支援をしている

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たちが、いつでも気軽
に訪問でき、居心地よく過ごせるように工夫している

　（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

61

共同生活の中で、各自の力を発揮できるよ
うな役割りが自然と定着しています。月に
１回以上の外出や、その他行事を考え、実
施しています。

27

63

買い物やドライブに誘ったり、散歩に行ったり
しています。意欲の低下している利用者に対
しては興味があることを探り、外へ出掛ける
機会作りに努めています。

28

62

お小遣いをお預かりしてはいますが、希望
する利用者は、それとは別に能力に応じた
手持ち金を持つことができるようになって
います。

64

個別的に買い物にいけるよう支援したり、
なじみの場所を訪問したりできるよう努め
ています。時には家族の協力を得ることも
あります。

―

65

自由に電話が使用できます。希望や意欲の
ない利用者に対しては、本人の気持ちの把
握に努め、必要ならば電話や手紙を促すこ
ともあります。

―

66

家族や知人の面会は歓迎しています。ゆっ
くり過ごせる場所へさりげなく誘導してい
ます。お茶やお菓子を出したりしていま
す。

―

―
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地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及び全ての職員が「介護保険法指定基準における禁止の
対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、身体拘束をし
ないケアに取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵をかけることの
弊害を理解しており、鍵をかけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

　職員は本人のプライバシーに配慮しながら、昼夜通して利用者
の所在や様子を把握し、安全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

　注意の必要な物品を―律になくすのではなく、一人ひとりの状
態に応じて、危険を防ぐ取り組みをしている

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐための知識を学
び、一人ひとりの状態に応じた事故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全ての職員が応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行っている

67

身体拘束をしなくてもよいような代替案を
考えたり、身体拘束を誘発する原因を探り
除去に努めるなど、身体拘束のないケアを
行なっています。また、身体拘束に関する
マニュアルを作成し職員の周知徹底に努め
ています。

―

―

29

　（４）安心と安全を支える支援

69

日中は必ず、リビングに一人以上の職員が
いるようにしています。夜間は全体が見渡
せ、且つ、見守り頻度の高い利用者の近く
でプライバシーに配慮して過ごせるよう工
夫しています。

68

夜間以外は施錠せず自由に出入りできるよう
にしています。一人で外出が困難な方が無断
で外に出る場合は、出て行く気配を職員が気
付けるような職員配置を考え、さり気に付き
添えるようにしています。拒否のある場合は
危険がない様後ろから着いて行き、見守りす
る等にて対応しています。

71

各防止策は、ユニット会議などで話し合っ
ています。また、事故が起こった際にはア
クシデント報告書やヒヤリハット報告書を
活用し、都度防止策の検討をして、今後に
生かしています。

―

―

70
利用者の状況に合わせて、注意が必要な物
品の管理方法を話し合い決めています。

72

緊急時の対応マニュアルを作成し緊急時に
備えています。また、「応急手当普及員」
の講習会、定期的に研修や講習会への参加
を促しています。

○
自施設での定期的な勉強会を行なっていき
たいと思います。

―
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地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を身につけ、日ごろより地域の人々の協力を得られるよ
う働きかけている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等に説明し、抑圧
感のない暮らしを大切にした対応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努め、気付いた際には
速やかに情報を共有し、対応に結び付けている

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、予防と対応のため
の飲食物の工夫や身体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

　ロの中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口
腔状態や力に応じた支援をしている

73 避難訓練を定期的に行なっています。 ○
地域住民の参加や協力を得られるような体
制作りに努めていきたいと思います。

30

74
家族への説明を行い、対応策を話し合って
います。

―

75

アレルギーや持病・留意事項については、
全職員が把握しています。バイタルチェッ
クは、１日最低１回以上行なっています。
日々の様子観察を十分に行い、早期対応に
努めています。

―

76

薬情ファイルを作成し、薬に関しての周知
徹底に努めています。配薬に関しては、
チェック体制を全職員が把握しています。
服薬に対する状況は、都度医師に報告相談
しています。

―

77

水分チェックを行い水分の補給を促した
り、繊維の多い食事作りを心がけたり、活
動を増やしたりの工夫をしています。同時
にそれぞれに合った下剤の使用を、医師や
看護師と相談しながら行なっています。

―

78

本人の今までの生活習慣を尊重し、ほとん
どが起床時と就寝前（夕食後）に自発的に
行なっています。そうでない人は職員が声
かけ・一部介助にて行なっています。ま
た、週１回の訪問歯科衛生士の指導を取り
入れています。

―

　（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットくつろぎ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の収り決めがあり、実行している
（インフルエンザ、疥癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場としての台所、調理用具等の
衛生管理を行い、新鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

○    安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみやすく、安心して出
入りができるように、玄関や建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）は、利用者にとって不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中には、独りになれたり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

79
食事・水分チェック表にて把握に努めてい
ます。また、検食簿に記入しており、偏り
のない食事作りに努めています。

31

―

　（１）居心地のよい環境づくり

81

清潔や衛生管理方法のポスターを貼って、
常に心がけています。食品には購入期日の
記入を行い、注意が必要な食品については
消費期限記入表を活用しています。また、
週1回冷蔵庫掃除の日を決めています。

―

80

感染症に関するマニュアルがあります。イ
ンフルエンザの予防接種を行なったり、食
中毒予防の注意点を定期的に文書や申し送
りやユニット会議などにて確認し合う等、
季節ごとに対処しています。

82

出入り口付近には季節の花を植えていま
す。木目調の家具や仕切りを活用し、もと
もとの建物の殺伐感を取り除けるよう努め
ています。

―

83

利用者の手工芸品や絵を壁に飾っていま
す。また、畳コーナーでは利用者が洗濯物
をたたんだり会話を楽しんでいます。ソ
ファーに座って好きなテレビを見ている人
もいます。

32

84
畳コーナー・ソファー・椅子が廊下・ホー
ルに配置され、それぞれが好きなように過
ごせるようになっています。

―

　２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットくつろぎ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使
い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

○換気・空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがないよう換気に努め、温度調
節は、外気温と大きな差がないよう配慮し、利用者の状況に応じ
てこまめに行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や失敗を防ぎ、自立し
て暮らせるように工夫している

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやベランダを利用者が楽しんだり、活動できるよ
うに活かしている

85
居室には使い慣れた家具等の持ち込みをし
ています。仏壇を置いている人もいます。

33

喚起や温度調節は利用者の状況に合わせて
行なっています。冬は湿度の調節にも気を
配っています。また、本人が行なわれてい
る場合は、常時見守りを行なっています。

87
バリアフリーになっています。常に見直す
姿勢を忘れず、必要に応じて手すりを付け
足したり、家具の変更をしています。

―

―

　（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

86

88
トイレや浴室など入居者のなじみのもので
表示したり、わかりやすい絵で表すなど工
夫しています。

―

89

玄関口にはベンチを設置し外気浴の場とし
て活用しています。また、リビングの外に
はプランターがあり、園芸の場となり楽し
んでいます。

―
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ユニットくつろぎ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目

90 ○職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる

項目番号

ー

91 ○利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面がある

92 ○利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

ー

ー

93 ○利用者は、職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

94 ○利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている

ー

ー

95 ○利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている

96
○利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して
暮らせている

ー

ー
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットくつろぎ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

項目番号

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のように

　②数日に1回程度

○ 　③たまに

　④ほとんどない

　①大いに増えている

○ 　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての家族等が

　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどできていない

97
○職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴
いており、信頼関係ができている

98 ○通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねてきている

ー

ー

99
○運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりが拡がっ
たり深まり、事業所の理解者や応援者が増えている

100 ○職員は、活き活きと働けている

ー

ー

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

なによりも利用者の自由な生活を尊重しています。日々、利用者の思いをくみとり、何が利用者にとって１番良いことなのかを本人・スタッフ・家族と共に
考えるよう努めています。

101 ○職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う

102
○職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

ー

ー
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えていくサービ
スとして、事業所独自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し理念の実践に向けて日々取り組
んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続けることを大切にした
理念を、家族や地域の人々に理解してもらえるよう取り組んでい
る

○隣近所とのつきあい

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声をかけ合ったり、気軽
に立ち寄ってもらえるような日常的なつきあいができるように努
めている

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自治会、老人
会、行事等、地域活動に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事務所々職員の状況や力に応じて、
地域の高齢者等の暮らしに役立つことがないか話し合い、取り組
んでいる

6

3
ユニットの玄関に明示し、声を掛けている
パンフレットにも「おあしす」にちなんだ
理念を分かりやすく表示している

地域活動は未参加のため、今後清掃活動や
行事等積極的に参加する

3

―
町内の民生委員との意見交換により、認知
症高齢者の行動や対応の仕方など説明して
いる

11月に行ったチャリティーバザーにて、地
域に寄付を行った

○5

2

4

入居者の買い物にて、近所のスーパーに行
く道で行きかう方に挨拶を行っている
まずは近所の保育園・小学校・高校との連
携を深めている

―

2

理念をユニットの玄関に明示し、申し送り
時等常に言葉掛けを行っている
入居者がいつでも穏かな気持ちでいられる
よう、スタッフ間で話し合いを行っている

　２．地域との支え合い

―

項　　　　　　目

1
「おあしす」という名にちなんだ理念を掲
げ、地域の連携を含めた総合的なサービス
を事業方針としている

項目番号

1

【Ⅰ　理念に基づく運営】

　１．理念の共有
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評価を実施する意
義を理解し、評価を活かして具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外にも行き来する機
会をつくり、市町村とともにサービスの質の向上に取り組んでい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域権利擁護事業や成年後見制度について学
ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人には
それらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関適法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内で虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家族等の不安、疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

7
前回の評価にて、スタッフと話し合い分か
りやすく伝えている

4

　３．理念を実践するための制度の理解と活用

　４．理念を実践するための体制

12

時間を十分に確保し、じっくりと話をし、
契約等行っている
契約解除時は、何度も話し合いの場をも
ち、十分な説明を行い納得して頂いている
また、退去先に赴いたり、TELを重ね、調
整を行っている

―

11
虐待のマニュアルを常に見るよう心がけ、
又スタッフ間でも注意し合っている

―

10
権利擁護、成年後見制度の研修は行ってい
る

○

まだ成年後見制度を実際には利用していな
い
今後必要な方に支援していかなければなら
ない

7

5

9
事業開設者研修の施設実習受け入れ先とし
て、福岡市介護保険課に協力している

6

8
2ヶ月に1回開催している
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員ならびに外部者へ表
せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金銭管理、職員の
異動等について、家族等に定期的及び個々にあわせた報告をして
いる

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員ならびに外部者へ表
せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会
を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な対応ができるよう、
必要な時間帯に職員を確保するための話し合いや勤務の調整に努
めている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は利用者が馴染みの管理者や職員による支援を受けられ
るように、異動や離職を必要最小限に抑える努力をし、代わる場
合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

18

職員の異動は、退職者が出た場合や介護の
質を向上するため職員教育の一環として必
要最小限のものに抑えており、入居者への
影響を十分に考慮して行っている。

10

17

家族に説明がすぐ出来るよう、申し送りを
徹底している
無理のない勤務にならないよう、スタッフ
に声を掛けて調整を行っている
業務に合わせた勤務体制を作っている
スタッフの急病など派遣を有効に活用して
いる

―

16

ユニット会議にて、管理者会議の内容や運
営について報告している
スタッフの意見が出やすいよう、管理者と
話し合う機会を常に取入れている

―

15

意見箱を面会簿の所に設置している
3ヶ月に1回家族会を設け、意見を出せる雰
囲気に努めている
意見や苦情は早急に対策をとり、回答する
ようにしている

9

14

来訪時に、声を掛け日頃の状況を話してい
る
なごみ便りを月1回発行し、見て頂いてい
る
問題が起こった場合など状況にて、細かな
報告を常に行っている

13

一対一で入居者が困ったことや願いなど話
し合う場を常に設けている
生活保護の方は区役所の担当者が定期的に
訪問され、話をされている

―

8
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては性別
や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしている。
また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して生き生
きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分に保証される
よう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権を尊重するため
に、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでいる

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成するための計画を
たて、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレー
ニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流する機会を持
ち、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを軽減するための工夫や環
境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取り組み

運営者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握
し、各自が向上心を持って働けるように努めている

　５．人材の育成と支援

24

スタッフの健康状態を考えた勤務体制、休
める配慮を行っている
年1回健康診断を実施している
努力や実績を認め、次に繋げていく声掛け
を行っている

―

23

スタッフは管理者に、管理者は運営者に、
いつでも相談できるよう配慮している
休憩場所はスペースとしては狭いが、棚の
設置や整理整頓を十分に行い、快適にして
いる

―

22
他施設の研修を強化しており、交流する機
会を設けている

14

21

他施設への研修の強化、県や市の研修の参
加を常に行っている
そのスタッフに合った段階、育成の計画を
常に立てている

20

管理者が日常業務の中で人権教育を行い、
指導している
パート職員も会議に参加している
ユニット会議等にて、研修の報告を行って
いる

12

13

19

性別や年齢にて排除していない
採用時は仕事の熱心さ、高齢者への想いを
採用基準としている
スタッフは適材適所を十分に考え、話し合
いを常に行っている

11
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っていること、不安なこ
と、求めていること等を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困っていること、不安なこ
と、求めていること等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努力
をしている

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」まず必要としてい
る支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービスを利用するために、サー
ビスをいきなり開始するのではなく、職員や他の利用者、場の雰
囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、一緒に過ごし
ながら喜怒哀楽を共にし、本人から学んだり、支えあう関係を築
いている

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、喜怒哀楽を共
にし、一緒に本人を支えていく関係を築いている

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

　１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

26
御家族の不安や悩みを全て聞いた上で安心
して頂けるような言葉掛けを行っている

25

　２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

30
家族との情報交換を密に行い、一緒に接し
方など話し合っている

―

29
常に入居者と向き合い、共感しあいながら
生活している
昔のことや料理など教えてもらっている

16

28

本人のいる場所に赴き、まずは面識を持
ち、安心してもらう所からはじめている
その後、見学して頂いてから利用に至る段
階を踏んでいる

27
相談された時、早急に対処し、出来ない場
合はケアマネージャーと連携を取り、その
人に合った対応をしている

―

15

―
まずは本人の言いたいことを全て吐き出し
て頂き、それから一つ一つに安心してもら
うような声掛けをしている
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努め、より良い関係が
築いていけるように支援している

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途
切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同
士が関わり合い、支えあえるように努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な関わりを必要と
する利用者や家族には、関係を断ち切らないつきあいを大切にし
ている

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまで
のサービス利用の経過等の把握に努めている

―

一対一で本人と話す時間を少しでも設け、
希望を少しでも叶える為に努力している

32
家族の了承を得た上で、友人のかたと外出
して頂いたり、面会に来て頂いている

31

なごみ便りを疎遠の家族に送った後、こん
な笑顔が出てるんですね、安心したという
声を頂いた
家族と途切れないよう、状況をTEL等で毎
回話している

36
家族から、入居者の生活、嗜好環境など
日々の声掛けの中から把握している

―

34

契約が終了しても、「困ったときや不安な
ときはいつでも連絡して下さい」と声を掛
けている
病院で話されたことで、わからなかったこ
とを聞きに来られたこともある

―

17

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

　１．一人ひとりの把握

35

33
リビングの配置を調整し、配慮している
仲の良い入居者同士、楽しめるような配置
にしている

―

―
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ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状を
総合的に把握するように努めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映した介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、見直し以前に
対応できない変化が生じた場合は、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、現状に即した新たな計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活かしてい
る

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、事業所の多機能
性を活かした柔軟な支援をしている

○地域資源との協働

　本人の意向や必要性に応じて、民生委員やボランティア、警
察、消防、文化・教育機関等と協力しながら支援している

―

―

　２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

37

　３．多機能性を活かした柔軟な支援

41
医療連携体制にて、その入居者にあった生
活を、医師と相談しながら支援している

　４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

20

40
入居者の声を記入するように心掛けている
申し送りノートを活用し、情報を共有して
いる

42
運営推進会議において、民生委員の方に参
加して頂いている
教育機関は十分な連携が取れている

39
臨機応変に新たな計画を作成し直している
家族よりニーズを聞き、それに添って介護
計画を作成している

19

38

全スタッフは入居者の生活リズムを把握す
ることに努め、一人一人に合った声掛けを
行っている

18

―

本人や家族からの声を聞き、それに基づい
た計画を作成している
本人に合った計画を立てている
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ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他のケアマネージャーや
サービス事業者と話しあい、他のサービスを利用するための支援
をしている

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や総合的かつ長期的な
ケアマネジメント等について、地域包括支援センターと協働して
いる

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられるように
支援している

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築きながら、職員が相談
したり、利用者が認知症に関する診断や治療を受けられるよう支
援している

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看護職と気軽に相談
しながら、日常の健康管理や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよう、また、できるだ
け早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に努
めている。あるいは、そうした場合に備えて連携している

―

―

―

―

―48

家族と主治医と経過などを中心となって話
している
早期退院の支援を行っているが、高齢の為
主治医の判断に任せている

47

週一回の医療連携看護師と日常の健康管理
の支援をしてもらっている
経営母体となる病院にて２４ｈ相談できる
体制をとって頂いている

46
脳神経外科の先生に相談をし、助言を頂い
ている

2145
家族と入居時に綿密に話し合い、納得、合
意して頂いている

44
運営推進会議の委員としてセンターの管理
者に参加してもらって、必要の都度アドバ
イスを頂いている

43
他のサービスを必要とする入居者がいない
ので特段の支援はしていないが、以前はデ
イケアを利用してもらったことはある
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ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方について、できるだけ早い段
階から本人や家族等ならびにかかりつけ医等と練り返し話し合
い、全員で方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮らせるために、事業
所の「できること・できないこと」を見極め、かかりつけ医等と
ともにチームとしての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

　本人が自宅やグループホームから別の居所へ移り住む際、家族
及び本人に関わるケア関係者間で十分な話し合いや情報交換を行
い、住み替えによるダメージを防ぐことに努めている

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言葉かけや対
応、記録等の個人情報の取り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働きかけたり、わかる力に合
わせた説明を行い、自分で決めたり納得しながら暮らせるように
支援をしている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

―

―

―

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

53

54

本人のしたいことを中心にしてもらってい
る
見守りは十分に行い、必要時は声掛けをお
こなっている

24

一人ひとりの会話の中でどうしたいのか、
どれがいいのかを常に問いかけている

23

51

入居者や家族と何度も話し合いの場をも
ち、納得して頂いている
添書やTELにて、移り住む所の関係者に、
情報を細かく伝達している

　１．その人らしい暮らしの支援

　（１）一人ひとりの尊重

52
秘密保持に徹底している
さりげなく、影や居室で介護を行っている

50

現在は週一回の医療連携の為、重度や終末
期の入居者の支援はしていないが、今後常
時の医療連携の準備に取り組む予定として
いる

49
重度化や終末期の場合は主治医と家族と何
度も相談しあって方針を決めている

22
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地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し理
容･美容は本人の望む店に行けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、好みのものを一
人ひとりの状況に合わせて日常的に楽しめるよう支援している

○気持ちよい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、ー人ひとりの力や排泄の
パターン、習慣を活かして気持ちよく排泄できるよう支援してい
る

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわずに、一人ひとりの
希望やタイミングに合わせて、入浴を楽しめるように支援してい
る

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、安心して気
持ちよく休息したり眠れるよう支援している

―

―

―

―60

行事があった日や次の日などは、ゆったり
とした時間を長くとっている
1日のリズムを把握し、眠れない方には本
人が安心できるような会話や飲み物などを
常に提供している

59

一人ずつゆったりと入浴して頂いている
拒まれる場合はスタッフを交代したり、好
きなことをやってもらってから再度声掛け
を行っている
夜の入浴は怖いと現在する人がいない

26

58
排泄パターンをスタッフ全員把握してお
り、さりげない誘導、プライバシーには十
分配慮している

57

いつでも嗜好品が楽しめるよう、取入れて
いる
タバコを吸う人の周囲は十分気をつけてい
る

56
入居者の嗜好に合わせている
出来る範囲で、もやしの根とり、食器洗
い、味見などして頂いている

25

55

本人の好きなものをして頂いている
例として、ネックレス、髪留めなど
乱れは他の入居者が見ていないところで直
している

　（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生
活歴や力を活かした役割、楽しみごと、気晴らしの支援をしてい
る

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人
ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援
している

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう支援している

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行けないところに、個別ある
いは他の利用者や家族とともに出かけられる機会をつくり、支援
している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りが
できるように支援をしている

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たちが、いつでも気軽
に訪問でき、居心地よく過ごせるように工夫している

―

66

面会時はお茶を準備し、ゆったりと過ごし
て頂いている
面会時間外でも、要望があれば、その都度
対応している

―

65

家族に出す年賀状を本人に書いて頂いたり
している
電話はリビング近くのところにしかない
為、配慮できない時がある

―

64

家族にお墓参りや外出外泊など声掛けてい
るものの、家族の都合により出来ない場合
がほとんどである
急な申し出でも、すぐに対応している

―

63
近くの川原や、スーパーなどに買い物に出
かけている

28

62
家族と話し合い、小額持ってもらっている
方もいる

61
本人の好き嫌いにあわせたレクを準備した
り、楽しみを見つけている

27

　（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及び全ての職員が「介護保険法指定基準における禁止の
対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、身体拘束をし
ないケアに取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵をかけることの
弊害を理解しており、鍵をかけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

　職員は本人のプライバシーに配慮しながら、昼夜通して利用者
の所在や様子を把握し、安全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

　注意の必要な物品を―律になくすのではなく、一人ひとりの状
態に応じて、危険を防ぐ取り組みをしている

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐための知識を学
び、一人ひとりの状態に応じた事故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全ての職員が応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行っている

72

福岡市消防局の応急手当普及員の資格取得
の研修に行っている
応急手当の本などを時間が空いたときなど
見るように徹底している

―

71

事故について、ユニット会議などで話し
合っている
マニュアルや、高齢者が陥りやすい事故の
知識を時間が空いたときなど見るよう徹底
している
事故報告を保存し、検討している

―

―

70
職員で話し合った上で入居者から隠す物品
と隠さない物品をわけて保管している

―

29

　（４）安心と安全を支える支援

69

リビングが見渡せる場所なので、リビング
を拠点にし、行動している
日勤は互いに声を掛けながら、他スタッフ
のいる場所を常に把握している

68

居室、玄関に昼夜問わず鍵はしておらず、
いつでも出入自由となっている
勤務者は互いに声を掛け合いながら、リビ
ングに一人確実に居る状態を保っている

67
身体拘束のマニュアルに添っており、理解
し、拘束のないケアに取り組んでいる

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を身につけ、日ごろより地域の人々の協力を得られるよ
う働きかけている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等に説明し、抑圧
感のない暮らしを大切にした対応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努め、気付いた際には
速やかに情報を共有し、対応に結び付けている

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、予防と対応のため
の飲食物の工夫や身体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

　ロの中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口
腔状態や力に応じた支援をしている

　（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

―78

夜間義歯の方は洗浄剤にて手入れをしてい
る
毎食後する方もいるが、ほとんどの方は嫌
がられるため、夕食後に行っている

77

食物繊維のある食材や、野菜中心にしてい
る
Drの指示に従い、緩下剤の調節を行ってい
る

―

76

一人ひとりの薬情を常に見るようにしてい
る
服用時間などの表の作成をし、見やすく明
示している
薬の知識の研修などに参加し、ユニット会
議で報告している

―

75

入居者の観察を徹底し、早期発見に努めて
いる
発見時は、医療連携Nsや主治医に報告し、
早急な対応をしている

―

74
定期的に家族に、高齢に伴うリスクを説明
し、把握して頂いている

―

73

消火器など設備点検、非常袋を準備してい
る
避難訓練は現在事業所のみだが、地域に声
掛けしている最中である

30
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の収り決めがあり、実行している
（インフルエンザ、疥癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場としての台所、調理用具等の
衛生管理を行い、新鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

○    安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみやすく、安心して出
入りができるように、玄関や建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）は、利用者にとって不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中には、独りになれたり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

　２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

84

居室が1人部屋のため、独りになりたい方
は居室で休んで頂いている
リビングのソファなどくつろいで頂いてい
る

―

83

季節感を味わって頂けるよう飾りを取入れ
ている
ほどよく光が入り落ち着いた雰囲気が出る
ように工夫している

32

82 玄関周辺に花を植えている―

　（１）居心地のよい環境づくり

81
衛生管理マニュアルに添って、食中毒予防
を徹底している

―

80
感染マニュアルに取り決めがあり、それに
基づいて実行している

―

79

一人ひとり摂取量など把握している
10時、15時の水分摂取以外にも随時補給し
ている
検食簿にて、偏りがないように配慮してい
る

31
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使
い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

○換気・空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがないよう換気に努め、温度調
節は、外気温と大きな差がないよう配慮し、利用者の状況に応じ
てこまめに行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や失敗を防ぎ、自立し
て暮らせるように工夫している

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやベランダを利用者が楽しんだり、活動できるよ
うに活かしている

89
玄関やベランダにベンチを設置し花を植え
たり、洗濯物を一緒にかけたりしている

―

88
環境整備を常に行い、違和感のあるものは
即座に対処している

―

87

環境整備を常に行い、危険防止に努めてい
る
個人の状態に合わせ、シルバーカーなど取
入れている

―

―

　（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

86

一日１～2回換気をし、温度調整を常に心
掛けている
必要な人は加湿器にて、湿度調整をしてい
る

85
入居時に今まで本人が慣れ親しんだものを
持ってきて頂いている
仏壇など持って来ている方もいる

33
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

95 ○利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている

96
○利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して
暮らせている

ー

ー

93 ○利用者は、職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

94 ○利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている

ー

ー

91 ○利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面がある

92 ○利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

ー

ー

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目

90 ○職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる

項目番号

ー
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットなごみ

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

項目番号

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のように

　②数日に1回程度

○ 　③たまに

　④ほとんどない

　①大いに増えている

○ 　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての家族等が

　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどできていない

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

家族の都合上、面会がなかなか出来ない為、月一回「なごみ便り」を送付している。この便りに写真を豊富に取り入れ、入居者の表情や外出先の様子などが
家族にもわかるようにしている。　月一回のユニット行事として、季節感あふれるところに出かけている。　その季節に合わせた料理や見た目にも楽しんで
頂けるような食事を提供している。

101 ○職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う

102
○職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

ー

ー

99
○運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりが拡がっ
たり深まり、事業所の理解者や応援者が増えている

100 ○職員は、活き活きと働けている

ー

ー

97
○職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴
いており、信頼関係ができている

98 ○通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねてきている

ー

ー
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットいやし

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えていくサービ
スとして、事業所独自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し理念の実践に向けて日々取り組
んでいる

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続けることを大切にした
理念を、家族や地域の人々に理解してもらえるよう取り組んでい
る

○隣近所とのつきあい

管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声をかけ合ったり、気軽
に立ち寄ってもらえるような日常的なつきあいができるように努
めている

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自治会、老人
会、行事等、地域活動に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

○事業所の力を活かした地域貢献

利用者への支援を基盤に、事務所々職員の状況や力に応じて、
地域の高齢者等の暮らしに役立つことがないか話し合い、取り組
んでいる

―

【Ⅰ　理念に基づく運営】

　１．理念の共有

3

施設の行事・ユニットでの外出の際など
は、参加の声かけを行い、内容をわかりや
すく説明している
行事終了次第に、ユニット内で写真の掲示
をおこなっている

○

定期的な家族会・新聞などで、利用者の生
活の把握をしてもらう
定期的に連絡をとり近況報告や面会を促せ
るよう、関係作りに努めていく

2
ユニット会議を月に1回設け、その際に認
識・再確認をしている

　２．地域との支え合い

地域活動への参加は行えていない ○
参加するにはどうすればいいのか、もっと
情報を集め地域の方と共に活動していく

5
今年度、初めての試みでチャリティーバ
ザーを行い、多くの近隣の方が立ち寄って
くれた

○ 継続性を持って取り組んでいく3

―6

4
散歩や買い物の際、挨拶など積極的に行い
少しでも多くの方との接触を持てるように
している

○
災害時等、協力依頼ができる関係作りをお
こなっていく

―

1

2

項　　　　　　目

1
事業所名の「おあしす」を盛り込んだ独自
の理念を持っている。

項目番号
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ユニットいやし

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評価を実施する意
義を理解し、評価を活かして具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外にも行き来する機
会をつくり、市町村とともにサービスの質の向上に取り組んでい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、地域権利擁護事業や成年後見制度について学
ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人には
それらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関適法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内で虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

○契約に関する説明と納得

契約を結んだり解約をする際は、利用者や家族等の不安、疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

4

　３．理念を実践するための制度の理解と活用

○

管理者・サブリーダー・職員の一部におい
て理解や協力があっても、理解不十分な職
員もいる為、今後は施設全体で取り組んで
いけるよう努める

7

ハード面での改善不可能な部分をいかにク
リアできるかを常検討している 評価に
ついては掲示すると共に、なぜ要改善なの
かを職員自身にも考えてもらうようにして
いる

　４．理念を実践するための体制

12
契約書は読みあわせを行い、不明な点は都
度聞くようにしている

―

11
研修に参加した職員がいるため、勉強会を
開催予定

○―

10
研修に参加した職員が、機会がある時に家
族へ伝えている

○
家族会などを利用したり、施設主催で行う
発表会・学習会などに家族の参加を促すな
ど、聴いてもらう場を設ける

7

9
区役所には定期的に行くようにしており、
担当者に入居者の近況報告や、空室状況な
ど話している

6

8
2ヶ月に1回運営推進会議を開催し、意見交
換を行っている

5
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取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○運営に関する利用者意見の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員ならびに外部者へ表
せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金銭管理、職員の
異動等について、家族等に定期的及び個々にあわせた報告をして
いる

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員ならびに外部者へ表
せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

運営者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会
を設け、反映させている

○柔軟な対応に向けた勤務調整

利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な対応ができるよう、
必要な時間帯に職員を確保するための話し合いや勤務の調整に努
めている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は利用者が馴染みの管理者や職員による支援を受けられ
るように、異動や離職を必要最小限に抑える努力をし、代わる場
合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

18

できる限り配慮はしているが、やむを得ず
異動する際は入居者のダメージ軽減の為、
本人にじっくり話をしてもらう
引継ぎ期間は十分に設けている

10

17

人材確保が困難な場合は、派遣社員を利用
しており、急病者においては、休みが続い
ている職員に出勤依頼をするなど協力体制
はとれている

―

16

ユニット会議を月に1回設け、その際意見
の交換を行っている
緊急を要するものに関しては、都度話し
合っている

―

15
家族会を定期的に行い、意見をきくように
している

9

14
面会の多い家族には面会時、少ない方には
文書や電話で伝えており、入居者には直接
担当職員本人が伝えている

13
運営規定に盛り込んでいる 管理者・職
員に意見や要望として上がってきた内容を
都度話し合い、改善できるよう努めている

―

8
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地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては性別
や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしている。
また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して生き生
きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分に保証される
よう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権を尊重するため
に、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでいる

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成するための計画を
たて、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレー
ニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流する機会を持
ち、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを軽減するための工夫や環
境づくりに取り組んでいる

○向上心を持って働き続けるための取り組み

運営者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握
し、各自が向上心を持って働けるように努めている

　５．人材の育成と支援

24
時に厳しくもあるが、努力は認め、励まし
たり褒めたりするよう努めている

―

23
各々がストレスの解消は行っている
相談があった際は、時間をとり相談を受け
てもらっている

―

22
グループホームの交流会や、研修等で知り
合った方と継続性を持って交流できるよう
努めている

○
もっと多くの方と知り合い、職員全体で交
流を図り、サービス向上につなげていく

14

21
育成のため、研修等に参加できる体制を年
度毎に計画し、順次受けている

20

人権に関する研修があれば、随時参加して
いる
それ以外においては、各ユニットの管理者
が適宜指導している

12

13

19
募集及び採用において、年齢・性別問わず
行っており、面接時に本人の能力等を十分
考慮した上で決定している

11
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地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○初期に築く本人との信頼関係

相談から利用に至るまでに本人が困っていること、不安なこ
と、求めていること等を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

○初期に築く家族との信頼関係

相談から利用に至るまでに家族等が困っていること、不安なこ
と、求めていること等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努力
をしている

○初期対応の見極めと支援

相談を受けた時に、本人と家族が「その時」まず必要としてい
る支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応に努めている

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービスを利用するために、サー
ビスをいきなり開始するのではなく、職員や他の利用者、場の雰
囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、一緒に過ごし
ながら喜怒哀楽を共にし、本人から学んだり、支えあう関係を築
いている

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、喜怒哀楽を共
にし、一緒に本人を支えていく関係を築いている

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

　１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

26
家族の抱える問題は様々で、願いや思いを
理解できるよう努めている

25

インテークのみでは把握できない事が多い
ため、本人とよく話し、本人を理解するこ
とから始めており、不安の軽減に努めてい
る

　２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

30
お互いが何でも相談できる関係作りに努
め、入居者にとってより良い支援が行える
ようにしている

○
面会・電話の回数が多い家族との関係は築
きやすいが、少ない家族との関係が希薄な
ため、まめに連絡できる体制にしていく

―

29

できることは自分自身でやってもらい、で
きないところを手伝う事を職員は理解して
おり、それぞれの得意分野で活躍できる時
間を設けている

16

28
本人には家族から話し込んでもらい、納得
してもらった上で入居手続きを行っている

27
他のサービス利用に関する情報提供も行
い、本人・家族に必要とされるサービスの
見極めに対応している

―

15

―
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自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

これまでの本人と家族との関係の理解に努め、より良い関係が
築いていけるように支援している

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途
切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同
士が関わり合い、支えあえるように努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、継続的な関わりを必要と
する利用者や家族には、関係を断ち切らないつきあいを大切にし
ている

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまで
のサービス利用の経過等の把握に努めている

32
馴染みの場所・人との関係支援は行ってい
る

31
施設での生活状況について知らせると共に
時間があれば来所し、少しでも共に過ごし
てもらえるよう努めている

―

―

17

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

　１．一人ひとりの把握

35
アセスメントの際に本人と話し、思いを把
握するように努めている

36
アセスメントの際に本人と話し、これまで
の生活背景を把握するように努めている

34
契約終了後の家族からの相談がある場合も
あり、また本人がいる場所の近くに行った
際など顔を出すようにしている

―

33
利用者同士の関係は職員が把握し、仲の良
し悪しに対しては時に席を変える等で対応
している

―

―
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項　　　　　　目
項目番号

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状を
総合的に把握するように努めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映した介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、見直し以前に
対応できない変化が生じた場合は、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、現状に即した新たな計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活かしてい
る

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、事業所の多機能
性を活かした柔軟な支援をしている

○地域資源との協働

　本人の意向や必要性に応じて、民生委員やボランティア、警
察、消防、文化・教育機関等と協力しながら支援している

―

―

―

　２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

37
施設での生活状況を踏まえ、残存能力など
本人を観察し、把握するよう努めている

　３．多機能性を活かした柔軟な支援

　４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

必要時、すぐに協力依頼のできる関係を築
く

41
医療連携体制を活かし、利用者の気持ちの
不安を取り除いている

20

40

職員の気づきや工夫は、別のノートを利用
している
計画の見直しに関しては会議を開き、話し
合いの場を設けている

42
地域の方との触れ合いが不十分なため、協
力には限りがあるが、警察・消防・教育機
関と連携を図っている

○

39
入居者の状態を把握し、状態が変化した際
は話し合いの上で新たな計画を立て、実施
している

19

38

入居者本人の希望を聞きだし、それを可能
にするためのサービス内容を検討し、必要
な場合は家族への協力依頼も行う
家族の希望があればそれについても検討す
る

18
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットいやし

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○他のサービスの活用支援

本人の意向や必要性に応じて、地域の他のケアマネージャーや
サービス事業者と話しあい、他のサービスを利用するための支援
をしている

○地域包括支援センターとの協働

本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や総合的かつ長期的な
ケアマネジメント等について、地域包括支援センターと協働して
いる

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられるように
支援している

○認知症の専門医等の受診支援

専門医等認知症に詳しい医師と関係を築きながら、職員が相談
したり、利用者が認知症に関する診断や治療を受けられるよう支
援している

○看護職との協働

利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看護職と気軽に相談
しながら、日常の健康管理や医療活用の支援をしている

○早期退院に向けた医療機関との協働

利用者が入院した時に安心して過ごせるよう、また、できるだ
け早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に努
めている。あるいは、そうした場合に備えて連携している

―

―

―

―

― ○

施設側は情報提供するが、病院側が個人情
報の問題とかで家族以外には教えられない
等言われることが多いため、職員への情報
提供を行ってもらえるようにしていきたい

48
本人に事情を話し、入院への同意を得るよ
うにしており家族とも協力し、本人・家族
の負担軽減に努めている

47

医療連携体制を活かし、利用者の気持ちの
不安を取り除いており、健康管理を行って
いる
夜間の対応も行えており、急を要する際、
入院の受け入れも確保している

46

21

認知症に理解の深い医師との連携を図り、
相談に乗ってもらっている

45 ○
診察結果において内容把握が難しい時もあ
り、ノートの活用ができないか検討してい
る

本人・家族が希望される場合は、かかりつ
けの病院への通院が行えるよう配慮してお
り、診察結果などについては、連絡を取り
合うようにしている

44
解決困難な事例に関しては、包括支援セン
ター等に相談している

43
オムツサービスや民間訪問理美容など、利
用している
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ユニットいやし

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方について、できるだけ早い段
階から本人や家族等ならびにかかりつけ医等と練り返し話し合
い、全員で方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

重度や終末期の利用者が日々をより良く暮らせるために、事業
所の「できること・できないこと」を見極め、かかりつけ医等と
ともにチームとしての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の
変化に備えて検討や準備を行っている

○住み替え時の協働によるダメージの防止

　本人が自宅やグループホームから別の居所へ移り住む際、家族
及び本人に関わるケア関係者間で十分な話し合いや情報交換を行
い、住み替えによるダメージを防ぐことに努めている

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言葉かけや対
応、記録等の個人情報の取り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

本人が思いや希望を表せるように働きかけたり、わかる力に合
わせた説明を行い、自分で決めたり納得しながら暮らせるように
支援をしている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

―

―

―

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

53

入居者個々と気の合う職員を担当にしてお
り、気を許した相手に話す心の声がきける
ようにしており、材料提供を行っていき、
最後は本人が決定している

54

完全ではないが、大枠のみ決めてはいるも
のの、それぞれが自由に過ごせる時間をも
ち、希望にはできるだけ対応できるように
配慮している

24

23

51

家族から話をしてもらい、納得してもらう
ようにしており、もちろん施設を見学して
もらうことはもとより、体験入居システム
も取り入れている

　１．その人らしい暮らしの支援

　（１）一人ひとりの尊重

52
声かけ次第で傷つけてしまうことを職員が
理解した上で、言葉には配慮している
秘密保持は徹底している

50
できるところまでは施設で行い、協力を依
頼できる体制は確保している

49
家族の意向は確認しており、本人に合った
ケアを継続している

22
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ユニットいやし

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し理
容･美容は本人の望む店に行けるように努めている

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、好みのものを一
人ひとりの状況に合わせて日常的に楽しめるよう支援している

○気持ちよい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、ー人ひとりの力や排泄の
パターン、習慣を活かして気持ちよく排泄できるよう支援してい
る

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわずに、一人ひとりの
希望やタイミングに合わせて、入浴を楽しめるように支援してい
る

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、安心して気
持ちよく休息したり眠れるよう支援している

―

―

―

―60
本人の生活習慣を理解し、本人にとって過
ごしやすい、安心できる環境作りに努めて
いる

59
入浴の日数と曜日の統計をとり、最低入っ
てもらう日は設定している

26

58 個々に合わせたものを使用している

57
保管は職員が行っているが、特に制限をし
ているわけでもないので、個々が欲しい時
に職員に言ってくる為、都度対応している

56

どんな食事が好きか、味付けはどうか、何
が食べたいか等、入居者の話も聞きながら
作成しており、可能な限り一緒に行うよう
にしている

25

55
自立した方が多く、自分で決定するので、
それに応じた支援を行っている

　（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットいやし

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生
活歴や力を活かした役割、楽しみごと、気晴らしの支援をしてい
る

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人
ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援
している

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう支援している

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行けないところに、個別ある
いは他の利用者や家族とともに出かけられる機会をつくり、支援
している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りが
できるように支援をしている

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たちが、いつでも気軽
に訪問でき、居心地よく過ごせるように工夫している

―

66
どなたが来所されても、挨拶は元気に行
い、食事を一緒にとってもらう、泊まって
もらうなどのシステムも導入している

―

65

電話を自分でかけることができなくても、
家族から電話があった際や家族へ電話した
際は、できるだけ代わるようにし、話をし
てもらうようにしている

―

64
家族への協力をお願いし、機会をつくって
いる

―

63
車の空きを確認し、可能な限りで入居者の
行きたい場所へ連れ出せるようにしている

28

62

居室内管理ができる方においては、小額で
はあるも、本人で管理してもらっている
お店での買い物の際は、可能な限り支払い
をお願いしている

61

自分の意見を持った方が多いため、本人が
やりたいことをやりたい時に言ってくる
為、対応している
自発的ではない方に関しては、いくつか挙
げて選択してもらい、余暇時間の支援を
行っている

27

　（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットいやし

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○身体拘束をしないケアの実践

運営者及び全ての職員が「介護保険法指定基準における禁止の
対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、身体拘束をし
ないケアに取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵をかけることの
弊害を理解しており、鍵をかけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

　職員は本人のプライバシーに配慮しながら、昼夜通して利用者
の所在や様子を把握し、安全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

　注意の必要な物品を―律になくすのではなく、一人ひとりの状
態に応じて、危険を防ぐ取り組みをしている

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐための知識を学
び、一人ひとりの状態に応じた事故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全ての職員が応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行っている

72
急変時の対応についての知識が不十分な職
員もいるが、対応できる職員が都度教えて
いる

○
今後、学習会を開催し、知識を深めていけ
る体制を整えていき、対応できるようにし
ていく

―

71
入居者に起こり得る事故等には、個々の身
体・精神面を考慮した上での防止策を具体
的に話し合っている

―

―

70
危険物品の把握をすると共に話し合いの場
を持ち、保管場所の取り決めを行っている

―

29

　（４）安心と安全を支える支援

69
日中リビングにて過ごす入居者も多く、対
応しやすい位置に職員を配置し、居室内巡
回も怠らないようにしている

68 鍵をかけないケアに取り組んでいる

67 拘束のないケアに取り組んでいる―
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットいやし

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を身につけ、日ごろより地域の人々の協力を得られるよ
う働きかけている

○リスク対応に関する家族等との話し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等に説明し、抑圧
感のない暮らしを大切にした対応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努め、気付いた際には
速やかに情報を共有し、対応に結び付けている

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、予防と対応のため
の飲食物の工夫や身体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

　ロの中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口
腔状態や力に応じた支援をしている

　（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

―78
入居者に重要性を理解してもらい、できる
範囲は自分で行うよう促しており、それ以
外は職員が支援している

77
便秘がちな入居者には、腹部マッサージを
行うなどし、水分・食物の摂取に関しては
配慮している

―

76
個々の服薬内容をわかり易く整理してお
り、服薬後の状態について記録に残し、医
師に報告・調整依頼をおこなっている

―

75
バイタル測定はもちろん、いつもと違う状
態変化や異常の早期発見に努め、必要時は
受診する体制をとっている

―

74

入居者の起こり得るリスクには個々の身
体・精神面を考慮し、それについて家族へ
協力依頼をすると共に、家族の理解・本人
の状況変化に対応できるよう努めている

―

73
地域住民の協力はまだまだ得ることはでき
ていないが、定期的な訓練は行っている

○
地域住民の協力が得られるようにホームを
理解してもらい、非常食については、各ユ
ニット毎で準備する予定

30
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地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の収り決めがあり、実行している
（インフルエンザ、疥癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場としての台所、調理用具等の
衛生管理を行い、新鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

○    安心して出入りできる玄関まわりの工夫

利用者や家族、近隣の人等にとって親しみやすく、安心して出
入りができるように、玄関や建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）は、利用者にとって不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中には、独りになれたり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

　２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

84
個々が生活したい場所で生活しており、一
人になりたい時は、居室で過ごしている

―

83

入居者が作成した者を貼りたいという希望
も多く、掲示している
また、近日の入居者の状況についての掲示
物もある

32

82
玄関周辺は季節的なものもあって、寒々し
く感じる時も見られるが、花や野菜などを
育て工夫はしている

―

　（１）居心地のよい環境づくり

81
食材には日付を記入し、早め早めに使用す
るようにしており、消毒に関しては定期的
に行い、衛生管理には十分注意している

―

80
マニュアルを作成しているが、発生状況・
流行時期に応じて別文書を配布し、注意を
促している

―

79
食事量はおおよそ把握しており、摂取でき
るように声かけ等もこまめに行っている

31

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットいやし

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取り組みの事実 ○印 取り組んでいきたい内容

自己 外部 （実施している内容・実施していない内容）
（取り組んで
いきたい項目）

（すでに取り組んでいることも含む）

項　　　　　　目
項目番号

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使
い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

○換気・空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがないよう換気に努め、温度調
節は、外気温と大きな差がないよう配慮し、利用者の状況に応じ
てこまめに行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や失敗を防ぎ、自立し
て暮らせるように工夫している

○建物の外周りや空間の活用

建物の外周りやベランダを利用者が楽しんだり、活動できるよ
うに活かしている

89

ベランダを活用し、身体機能が低下しつつ
ある入居者にかかわらず、外気浴は取り入
れており、可能な限り外出の機会を設けて
いる

―

88
認知症ということにとらわれることなく、
入居者の混乱を回避できる工夫をしている

―

87
段差や家具の配置等を気にかけ、本人の活
動能力を維持するために必要な物について
検討し、取り入れるようにしている

―

―

86
定期的な換気・室温調整を行っており、こ
もった異臭を感じないように配慮している

85
個々の持込に制限はしておらず、使い慣れ
た馴染みの物の持込により、その人らしく
過ごせる部屋作りを行っている

33
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットいやし

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

　①毎日ある

○ 　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

95 ○利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている

96
○利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して
暮らせている

ー

ー

93 ○利用者は、職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

94 ○利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている

ー

ー

91 ○利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面がある

92 ○利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

ー

ー

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目

90 ○職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる

項目番号

ー
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福岡県　ＧＨおあしすありた
ユニットいやし

地域密着型サービス評価の自己評価票　（網掛け部分は外部評価の調査項目）

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

項目番号

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のように

○ 　②数日に1回程度

　③たまに

　④ほとんどない

　①大いに増えている

○ 　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての家族等が

　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどできていない

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

入居者ひとり一人がその人らしく穏やかに過ごすことができるよう支援している。

101 ○職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う

102
○職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

ー

ー

99
○運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりが拡がっ
たり深まり、事業所の理解者や応援者が増えている

100 ○職員は、活き活きと働けている

ー

ー

97
○職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴
いており、信頼関係ができている

98 ○通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねてきている

ー

ー
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